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出典（原安協の委員会）

「もんじゅ」サイトを活用した新たな試験研究炉の調査・検討」委託事業報告
書（文科省HP）
 ①平成29年度：https://www.mext.go.jp/content/20200605-

mxt_genshi-000007535_1.pdf
 平成30年度

②½：https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_genshi-
000007535_2.pdf
③2/2：https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_genshi-
000007535_3.pdf

 令和元年度

④報告書：https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_genshi-
000007535_4.pdf
⑤添付資料：https://www.mext.go.jp/content/20200605-
mxt_genshi-000007535_5.pdf
⑥参考資料：https://www.mext.go.jp/content/20200605-
mxt_genshi-000007535_6.pdf
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出典（文科省の受託事業）

文部科学省委託事業「もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉の 概念
設計及び運営の在り方検討」

JAEAのHP
⑦ 第 1 回コンソーシアム委員会（令和3年3月23日）配布資料

https://www.jaea.go.jp/news/newsbox/2021/032301/s01.pdf
⑧ 第 2 回コンソーシアム委員会（令和3年10月22日）配布資料

https://www.jaea.go.jp/news/newsbox/2021/102201/s01.pdf
⑨ 第 3 回コンソーシアム委員会（令和4年3月24日）配布資料

https://www.jaea.go.jp/news/newsbox/2022/032401/s01.pdf
⑩ 第４回コンソーシアム委員会（令和4年11月15日）

https://www.jaea.go.jp/news/newsbox/2022/111501/s01.pdf
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原安協の委員会での議論 その１（①～⑥より）
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原安協の委員会での議論 その２（①～⑥より）
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文科省委託事業「もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉
の概念設計及び在り方検討」
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（１） 伴走型連携

産業利用として有力な中性子ビーム、照射利用技術を検討し、
既存炉のトライアルユースを促すなど地元企業との意見交換、情
報発信を進め、先行事例を踏まえて地元産学官連携のしくみ（福
井スタイル）を構築。

（２）学内教育
学内を中心に中性子利用のセミナーを実施。

将来的には福井大内に部門を設置してカリキュラム構築し、中
性子利用に長けた人材を輩出する。

（３）福井県の事業への協力
福井県と連携して情報発信・ニーズ調査活動を行う。

WG３(地元関係機関との連携構築）
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WG３(地元関係機関との連携構築）

（１）伴走型連携
１）WG活動
これまで産業利用として、中性子ビーム利用とRI製造について専門家意見を聴

取。また産業利用経験や地元企業意見並びに茨城県の取組み事例の紹介。
◎産業利用技術について検討を実施（第2回WG）
・産業利用候補技術：京都大学・川端祐司
・RI製造：RI協会・中村伸貴
・JRR-3の利用： JAEA ・松江秀明

◎産業利用経験と地元企業意見（第3回WG)
・JRR-3利用経験と要望：JSR株・湯淺毅
・中性子回折利用経験：JFE・末吉仁
・放射光利用経験と試験研究炉への期待：東洋紡・船城健一
・試験研究炉活用促進と人材育成：日華化学・稲継崇宏

◎産業利用参画連携のしくみ（第4、5回WG)
・茨城県の中性子産業利用取組み：茨城県庁・児玉弘則
・茨城大学の取り組み：茨城大学・日下勝弘

⑨＋⑩より
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茨城県の産業利用拡大に向けた取り組み事例

・公募制度等を利用した研究支援
・研究会・報告会等の開催
・学会・展示会等へのブース出展
・コーディネーターによる利用拡大・利用
支援活動

・産業団体の設立支援・活動連携
・人材育成
・ユーザーの利便性を高める制度導入

◇ 茨城県はJ-PARCに専用のビームラインを持ち、運営管理を茨城大学に委託。

◇ 産業利用拡大に向けて、以下の取組を実施している。

⑨より
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WG３(地元関係機関との連携構築）
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２）地元地域での産業利用の可能性

・福井県の地元企業の金属・機械加工、樹脂加工、化成品、セラミック
ス材料製造・加工といった多岐にわたる技術分野において、中性子利用
の情報提供や利用可能性について対話を実施

３）産業利用関連で出された意見
これまで企業との意見交換やWG活動等で出された意見を４つに分けて整理し
た。

①技術支援：大学と連携した新規技術の導入、社外エキスパートによる指導、
コーディネーターや実験指導等サポート体制の充実、

②利用運営：ビーム利用申請時期や利用タイムの柔軟性、炉の地理的問題と
メールイン等に期待、新試験研究炉の周知による潜在ユーザー掘り起こし

③企業間・地域の連携：同業企業の共同プロジェクト、西の試験研究炉の位置
づけによる広範囲での活用策、地元経済界の中で議論の活性化必要。

④トライアルユース：トライアルユースを契機に利用を、文科省「中性子利用技
術移転推進プログラム」（トライアルユース）制度は有効。炉運用開始までにトラ
イアルユースから継続ユーザーに移行するための育成サポート（教育・プログ
ラム）整備必要。

⑨より
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WG３(地元関係機関との連携構築）
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４）連携構築のための取組状況
地元企業等の試験研究炉への関与を促進するため、出された意見を踏

まえ以下の取組を進めている。

①情報発信と意見交換：地元企業等にメールで配信、講習会等を案内。情
報ネットワークやHP利用等の整備を検討中

②トライアルユース：JRR-3 やKURを用いたトライアルユースの実現のた
めの勧誘と福井大学教員による技術支援を開始、トライルユースの講習会
参加にと地元企業等への補助金等の支援検討

③伴走型連携の構築：専門知識を持つ大学教員が企業と連携して課題に
取り組む「伴走型連携」を、トライアルユース検討を通じ進行中

④地元企業等参画促進のしくみ検討：先行事例として、J-PARCに専用の
ビームラインを持つ茨城県の産業利用拡大に向けた取り組みも調査

⑨より
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（２）学内教育
１）令和3年度第１回もんじゅサイトの試験研究炉セミナー（web)

10月7日、18：00～19:45（参加者37名、内学外25名）
・ 「試験研究炉による医療用RI製造の現状と課題」

日本原子力研究開発機構 研究炉加速器技術部
研究炉技術課長 新居昌至

・ 「BNCT用ホウ素薬剤の開発現状と課題」
大阪府立大学BNCT研究センター ホウ素薬剤 化学講座
特認教授 切畑光統

2）令和3年度第２回もんじゅサイトの試験研究炉セミナー（web)
令和4年1月20日 15：15～17：00（参加者26名、内学外者10名）

・ 「中性子反射率法を用いた薄膜の構造評価」
高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所
量子ビーム連携研究センター 准教授 山田悟史

・ 「水環境中における高分子ブレンド薄膜の構造」
福井大学 工学系部門 工学領域 繊維先端工学講座
講師 平田豊章

WG３(地元関係機関との連携構築） ⑨より
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(3)福井県の事業への協力

①第２３回YGN若手勉強会

開催 ：（主催）日本原子力学会若手連絡会
（共催）福井大学、福井県、原子力安全研究協会

開催日時：9月26日（日）13:30～16:25
参加者 ：約50名
テーマ ： 「医療・生命科学に貢献する原子炉の役割」

- 新たな試験研究炉がもたらす産業イノベーションの可能性 -

講演
・新居昌至（JAEA 研究炉加速器技術部 研究炉技術課長）

「試験研究炉でラジオアイソトープを創る」
・杉山正明（京都大学 複合原子力科学研究所粒子線物性学研究分野・教授）

「生体ナノタンパク質を解き明かす中性子散乱とは」

パネルディスカッション（講師2名もパネリストとして参加）
・川端祐司（京都大学 複合原子力科学研究所名誉教授 ）

「もんじゅに設置される新試験研究炉の現状」
・宇埜正美（福井大学 附属国際原子力工学研究所所長）

「福井大学における活動」
・田中 浩基（京都大学複合原子力科学研究所教授）

「BNCTから見た試験研究炉への期待」

WG３(地元関係機関との連携構築） ⑨より
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②高校生むけ講習会（対面）
１０月２２日（土） 福井大学附属国際原子力工学研究所一般公開の
一環として

・「敦賀半島に西日本の新たな研究拠点 ～試験研究炉～」
福井大学 宇埜正美
一般公開としているが、コロナの影響で、あらかじめ参加登録をした福井大学学

生、若狭高校生（12名）、敦賀高校生（１名）が来所し、この高校生に対して、県の
委託を受けて原安協が作成したpptを用いて説明した。

WG３(地元関係機関との連携構築）

⼤変興味を
持った。

36%

少し興味を持った。
55%

分から
な…

興味がない。
9%

■試験研究炉に興味を持ちましたか？

⼤変興味を持った。

少し興味を持った。

分からない。

興味がない。

回答
感想：

・原子力といっても自分が思っている以上に様々
なことに利用されているんだなと思いました。

・原子力を廃止しようとしているのに原子力を学
ぶ意味と原子力を学んでどんな所に就職できる
のか２つがわかった。

・中性子を利用することで様々な産業の発展に
役立っていることがわかりました。敦賀という近
いところで試験研究炉が出来るのを知り、これか
らの発展が楽しみだなと思いました。

⑩より
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（３)福井県の事業への協力
１）新試験研究炉のニーズに関するアンケート調査

県内 70 企業等（嶺北48社、嶺南22社）へ調査を実施（回収率47％）

WG３(地元関係機関との連携構築）

海外からの輸入について費用や時間がかかることが懸念として示され、
82％から新試験研究炉での製造に期待しているとの回答があった。

■ＲＩの調達に係る利便性について ■もんじゅサイトの研究炉でのＲＩ製造

への期待について

ＲＩ（※）利用関連企業等に対する調査結果（1/2）

［ ＲＩ利用関連企業（病院など）：14社 建設・機械：24社 電気・電子：11社 繊維・化学：21社 ］

（※）ＲＩ：放射性同位元素

⑨より
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■研究炉利用の意向について

32

WG３(地元関係機関との連携構築）

技術的な支援や利用費用に対する懸念が最も多く示された。また、「使ってみたい」
あるいは「詳細な説明や文献を入手したい」と回答した企業は65％であった。

なお県外企業にアンケート調査を実施したところ上記に加えて「アクセス性」や「原
子力の安全性」を懸念する回答も多かった。

■研究炉を利用する場合の懸念について

建設業・製造業（※）に対する調査結果（1/3）
（※）建設・機械、電気・電子、繊維・化学の3分野

⑨＋⑩より
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WG３(地元関係機関との連携構築）

2)企業向け講習会
・ 実施概要（令和３年度）
１１月１５日（月）（対象者）製造業、建設業

敦賀合同庁舎会議室（対面）とWEBで実施、１６名参加
１１月２２日（月）（対象者）RI関係機関

WEBで実施、１０名参加
計２６名（１２団体）

33

１５日の内容
（1） 挨拶、福井県事業の説明 原安協
（2） 試験研究炉の計画概要 福井大宇埜教授
（3） 産業利用に関する中性子の活用

東芝ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｽﾞ吉岡フェロー
（4） 中性子産業利用推進協議会の活動 日比事務局長
（5） JRR-3の多彩な中性子利用と産業利用 JAEA 松江課長
（6） まとめ 原安協
２２日：１５日のプログラム（3）,（4）を以下に変えて実施

試験研究炉に関するRI製造の現状と課題 JAEA 新居課長

本年度も11月25日、12月7日に実施

⑨＋⑩より
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WG３(地元関係機関との連携構築）

3）学生向けセミナー

＜福井工業大学＞（令和3年度）

・ 実施概要

９月２９日（水）WEB、１０月１３日（水）対面特別講義（90分×2コマ）

対象者：福井工業大学工学部原子力技術応用工学科2年生３５名

担当教官砂川教授

・ 講義内容

（1）主旨説明 福井工大砂川教授

（2）新たな試験研究炉の計画概要 原安協髙橋氏

（3）大学や企業における研究炉の利用の経験と新試験研究炉への期待

ーホウ素中性子捕捉療法の取組みー 名古屋大吉橋准教授

（4）試験研究炉での中性子利用 原安協宮沢氏

令和４年度は7月22日、26日に実施
34

⑨＋⑩より



University of Fukui
WG３(地元関係機関との連携構築）

＜福井県立大学＞
【実施概要】

１０月２０日（木） 特別講義 ：（WEB：90分）
参加者 ： 経済学部2年生３２名

担当教官 新宮教授、杉山教授、清水教授
講義題目： 日本の原子力政策の行方
講師 ： 原子力安全研究協会 山口理事

（元東京大学大学院工学系研究科 教授）

【教授、学生からの主な質問】
・発電コストにおける再処理や廃棄物のコスト、廃止措置費用の扱いはどう
なっているか。
・再稼働しない場合の電力会社の費用負担、再稼働の遅れの影響はどうか。
・次世代原子炉の開発で重要視する点、固定費が高価であることによる普
及や持続性への制約はあるか。
・高レベル廃棄物の最終処分場の文献調査時の交付金はいくらか。

35

⑩より
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WG３(地元関係機関との連携構築）

＜福井大学医学部＞

【実施概要】
９月６日（火） （WEB：90分）
対象者 ： 医学部1年生、看護学科1年生 １２５名

担当教官 安田教授
講義題目： ホウ素中性子捕捉療法と試験研究炉の紹介
講師 ： 名古屋大学大学院 工学研究科総合エネルギー工学専攻

吉橋准教授

回答者（全員）が、大
変良く分かったと回
答。がん治療の説明
に関心が高かった。

【アンケート結果（84名）】 最も関心や興味があった内容

36

⑩より
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WG３(地元関係機関との連携構築）

＜福井大学教育学部＞
９月７日（水） （WEB：60分）
対象者 ： 教育学部２年生、７４名

教育学部ガイダンスに引き続き実施
講義題目： 福井県に新設する試験研究炉
講師 ： 原子力安全研究協会 宮沢研究参与

【アンケート結果（20名）】

回答者の9割以上が

、大変良く分かったと
回答。産業利用など
の説明に関心が高か
った。

最も関心や興味があった内容

⑩より
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４）KUR見学ツアー
・ 実施概要
１１月１０日(水） 福井市発参加者６名
１２月８日（水） 敦賀市発参加者１０名（計１６名）

・ 実施内容
複合原子力科学研究所川端祐司特任教授から京都大学複合原子

力科学研究所の概要、KURにおける中性子利用の研究実施例等の説
明があった後、日野准教授、堀准教授の案内で原子炉室と原子炉棟
の実験施設等（原子炉及び制御室、重水熱中性子装置、中性子回折
装置、中性子イメージング装置、ホット実験室など）の見学を行った。

今年度は12月9日に近大炉を見学
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コンソーシアム委員会後の活動
１．伴走型連携
第６回WG3：「地方企業の利用促進について」 山梨大学 犬飼潤治先生
・産業利用の促進のしくみについて、関連機関等と意見交換し、認識の共有化図りな

がら要求機能を整理し、イメージ案としてまとめる。
・セミナー、個別対話等の機会を利用して地元企業の関心誘起を図っていく。
・メールによる情報発信を継続し、今後の発信について検討をしていく。

２．学内教育
令和4年度第１回学内セミナー（9月1日）
「新試験研究炉へ 臨床医のお願い」（ビデオ）
金沢大学 絹谷清剛先生

「核医学治療 ～研究開発の現状～」
量子科学技術研究開発機構 東達也先生

令和４年度第２回学内セミナー（12月16日）
「ソフトマター材料への中性子散乱の基礎」
京都大学複合原子力科学研究所 井上倫太郎先生

「中性子散乱による高分子材料の研究」
三重大学大学院工学研究科 鳥飼直也先生
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詳細設計にむけての課題

1. 伴走型連携

建設計画に対応させ、産業利用を促進する体
制と役割分担、必要人材育成等について具体的
プランを関係機関と連携して策定する。

２．学内セミナー

中性子科学の研究および教育を担う部門の設
置や人材の配置、学外との協力体制について検
討を加速する。
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